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研究分野

自然言語処理（人間の言葉をコンピュータで処理する分野） 

キーワード

言葉、対話、日本語、辞書、複単語表現、情報検索 

研究概要

①対話処理システム ②日本語複単語表現辞書 ③情報検索システム ④かな漢字変換システム

研究シーズ、テーマの内容

人間の言葉をコンピュータで処理する自然言語処理の分野の研究を行っています。 

以前は、企業で、かな漢字変換システムや翻訳システムの開発に従事していました。大学に移ってから

は、情報検索、特に、文章の話題の切れ目を自動的に判定するテキストセグメンテーションに関する研究を

行いました。その応用例として、「ビデオ画像（たとえば、テレビのニュース番組）の中から自分の見たい場面

だけを切り取って再生する方式」を企業と共同研究し、特許も取得（発明者）しています。 

近年の研究テーマとしては、「辞書中の単語を、各単語のインターネット上のヒット件数を用いて易しい単

語から難しい単語へと並び替えた上で、人の語彙力を高精度で判定する手法」、「発話が困難な障がい児の

ためのコミュニケーションツール（小田まり子教授との共同研究）」、「高齢者のためのロボットを用いた対話シ

ステム」、「視覚障がい児のためのロボットを用いた語彙学習システム」などがあります。 

最近のテーマとしては、感性評価におけるオノマトペ（擬音語や擬態語）の利用に関する研究や、平成 30

年度文科省選定の本学研究ブランディング事業“先進モビリティ技術で多様な人々が能力を発揮できる、

Society 5.0 に基づく「いきいき地域づくり」”における高齢者の対話処理に関する研究などがあります。 

その他、福岡大学首藤公昭名誉教授、田辺利文助教と、自然言語処理における課題の一つとなっている

“赤の他人”、“頭が切れる”などの複単語表現に関する共同研究を行っており、その成果として、複単語表現

を含む日本語文の構文解析手法について、特許（発明者の一人）を取得しています。 

研究業績（著書・論文・その他の活動）

1. 高齢者のための音声対話システム  - 方言への対応に向けて -、               

髙橋雅仁、原 圭孝、佐野弘明、服部雄紀、小田まり子、久留米工業大学研究報告，第 43 号，2021 年 3

月。 

2. Current State of JMWEL: a Comprehensive Japanese MWE Lexicon and its Applications,

Masahito Takahashi, Toshifumi Tanabe, Kosho Shudo, Jack Halpern, Europhras 2019  

(the International Conference ‘Computational and Corpus-based Phraseology’), 2019 年 9 月。

3. 日本語複単語表現レキシコン（JMWEL）の概要と現状 -動詞性複単語表現を中心として-、  

髙橋雅仁、田辺利文、首藤公昭、言語処理学会大 24 回年次大会、2018 年 3 月。

＜言語処理学会、言語資源協会 "2018 言語資源賞" 受賞＞ 

4. A lexicon of multiword expressions for linguistically precise, wide-coverage natural language 

processing, Toshifumi Tanabe, Masahito Takahashi, Kosho Shudo, 

 Computer Speech and Language (Elsevier), Vol.28 issue 6, pp1317--1339, 2014 年 11 月。 

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ

（特許） 

・第 3685733 号： マルチメディアデータ検索装置、

マルチメディアデータ検索方法およびマルチメディ

アデータ検索プログラム。 

・第 5379318 号： 構文解析装置、構文解析方法、

およびそのプログラム。 

言葉を用いたユーザインタフェースの開発などを行う

上での疑問点などありましたら、ご相談ください。 

提供可能な設備機器

なし 
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研究分野 

食の情報化、おいしさの視覚化研究 

キーワード

電子デバイス工学、センサ工学、味覚センサ

研究概要 

味覚センサを用いた味の数値化による定量的・客観的評価と、主観である【おいしさ】評価を組み合わせるア

ルゴリズムを提案し、【食品のおいしさ】を定量的評価する手法を研究しています。さらに味覚センサによる味

データだけでなく、視覚情報、食感情報、表現、匂いなど五感にかかわる情報も取り入れています。

研究シーズ、テーマの内容 

おいしさを視覚化するために独自のアルゴリズムを構築しています。銘柄を伏せた緑茶 5 種類を、PC 画面

の指示に従って飲み比べすることで、自分が好みの緑茶の順位とそれから導き出される緑茶を選ぶ上で判

断している味質（旨味、苦味、酸味など）を出力できます。このアルゴリズムは味覚センサによって測定された

味数値データが組み込まれています。  

研究業績（著書・論文・その他の活動） 

1．江藤 信一：味嗜好性マッチングシステムの実証実験 -八女茶を例にして-、日本感性工学会論文誌第 20

巻,第 2 号,pp.163-169,2021.

2. S. Etoh：Development of taste preference visualization system specialized for green tea, Impact, Volume

2019, Number 10, December 2019, pp. 21-23(3), 2019.

3.平成 31 年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金） 基盤研究（C）「緑茶に特化した味嗜好

性視覚化システムの開発」

4.平成 26 年度科学研究費助成事業（学術研究助成基金助成金） 若手研究（B）「味数値データと食品順位

化アルゴリズムを組み合わせた味の質視覚化アルゴリズムの研究」

技術応用分野・特許・共同研究実績など 企業の方へのメッセージ 

・（特許）化学感覚能センサチップ

公開番号：特開 2007-057459 2007/03/08

・平成 22 年度水産物産地販売力強化事業（提案書

作成および運営）

専門は電子デバイス、センサ工学ですが、応用とし

て食にまつわる研究を行っております。何かありまし

たら、ご相談ください。 

提供可能な設備機器（名称・詳細） 




